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６．成果報告 

 

 ＜成果報告＞ 

 本年度は、1～2 年生のプロジェクトの実践が揃ったため、積極的に外部への成果報告を行うこ

とができました。感染症拡大の中、外部からの視察や大規模な報告会を実施することはできませ

んでしたが、本校では ICT の活用についても実践を進めていたため、大きなホールや体育館など

学校内ネットワークを用いた活動や報告が可能になりました。年度末の成果報告では、複数画面

を組み合わせて youtubeLIVE で配信できる環境を整え、学校関係者や保護者だけでなく多くの

県外の方々に視聴していただくことができました。生徒の取り組みが充実したことによる発表内

容の深化、プレゼンテーションや動画の制作など発信スキルの向上、学校としての ICT 環境の充

実により、成果報告を充実させることができました。報告した内容をもとに、静岡県内外の先生

方や専門家の方々がからのフィードバックも頂き、生徒たちにとって自己肯定感を大きく高める

機会となりました。また活動内容についての具体的な実践に関する質問もあり、他校でも取り組

んでみたいと思える教材化の可能性を示すことができたと感じました。今後も、取り組みを校内

で完結させるのではなく、地域への還元や他校に向けた実践共有の場として広く発信する活動に

取り組みたいと考えています。  

 

  
▲中継機材のリハーサルの様子 ▲ステージを有効に使い成果報告を行うグループ 

  

▲会場は 500 人級収容できる校内のホールを使用 ▲コンソーシアムや運営委員、保護者も多数来場頂いた 
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＜外部での成果報告＞ 

 本年度は感染症の拡大にともない、校内に外部からの参加者を招いた大規模な成果報告は自粛

せざるを得ない状況でした。そこで、本年度は生徒とともに外部に出向き、小規模な報告会や成

果発表を行い、様々な地域で本校の活動を拡散するきっかけとなりました。  

 

①三遠南信交流会 

  

 

②松坂屋静岡店での成果展示（浜名湖ポスタープロジェクト） 
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●展示したポスター（一部抜粋） 
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③ベネッセ STEAM フェスタ 2022 

全国 125 チームの代表 10 校として取り組み成果を発表 

これまでの本校での取り組みをまとめ、ベネッセ STEAM フェスタ 2022 にて発表を行いました。

自分たちの活動を客観的に捉え直し、どう伝えれば取り組みの魅力が伝わるかプレゼンテーショ

ン資料作成に試行錯誤しました。これまで培ってきた取り組みの可視化・プレゼンテーション資

料作成技術・発表のスキルを発揮して、全国の様々な学校や外部の方からの評価をいただきまし

た。 
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７．他校との協働による実践の教材化への取組 

 本校の大きな研究テーマには、自校で実施しているプロジェクトの教材フォーマット化があり

ます。本年度は 3 校との協働を予定していましたが、感染症拡大にともない神奈川県の三浦学苑

高校との実施のみにとどまりました。特にこれまで 2 校で実施してきたポスタープロジェクトを

協働で実施し、教材としての検証を行いました。これまでの実践を踏まえて、実施手順や方法の

標準化に取り組みました。探究的な学びについて実践方法を模索する学校が多く、教材を導入す

る際の時間的制約や方法の問題に対して、本校のポスタープロジェクトの教材は有効であると感

じました。その理由は、実践の方法が確立できていることに加えて、実践内容がコンパクトであ

り制作する枚数により時間のコントロールが可能である点、何より自分たちの地域の再発見に繋

がり地域の方々にも受け入れられるという点でした。通常、地域の学習は総合的な学習の時間で

行われることが多く、概ね年間 30～50 時間が設定されています。様々な行事や活動ですべての

時間は確保できないため、短時間かつ時間数を調整できるため導入しやすいフォーマットとなっ

たのではないかと考えています。各校で実践した振り返りにおいても、地域の魅力を再発見でき

たことや、何気ない日常の風景が特別であることに気づけたといった肯定的なものが多く、教育

的効果の高さも確認することができました。この地域のポスター制作プロジェクト型学習は、実

施の手順や考え方を整理し、JTB の教育コンテンツとして公開されています。研究終了後も、本

校生徒がインフルエンサーとなって様々な地域で実践の拡散に取り組みたいと考えています。  

 

 

 ＜三浦学苑高校との取組（教材化の検証）＞ 

 本年度、神奈川県にある三浦学園高校（私立）と協働して、地域の魅力発進ポスター制作プロ

ジェクトを教材化検証として取り組みました。これまで青森県立鰺ヶ沢高校、三重県立白山高校

と協働実践して教材としての検証を進めており、様々な地域で実践できる教材フォーマットとし

てだけでなく、活動の中で地域を誇りにおもう気持ちが強くなっていく郷土愛の醸成にも役立っ

ていると感じました。しかし、この 2 校との協働には、協働に至る前にコンテスト等でお互いの

活動について知っている点や生徒数の減少が進む地域の公立高校という共通点があり、それ伊賀

の地域で実証した経験がありませんでした。そこで、本年度は本校よりも人口が密集する首都圏

の私立高校で、お互いの取り組みについて知らない学校での実証に取り組みました。この協働は、

本校が行っている成果報告に三浦学園高校の先生にご参加頂けたことで実現しました。  

 実際の教材化に向けて、これまでの協働を基に活動手順をフローにして示すことや活動エリア

を絞り制作枚数を減らす改善に取り組み、実践を行いました。これまで 3 日間かけて取り組んで

きた協働を、事前に SNS や GoogleMap などのアプリケーションを使用し、お互いに活動する地

域の調査内容を共有することで、活動日数を 2 日に短縮することができました。それでも、活動

の中で見つけた何気ない風景に足を止めての撮影も行い、地域の魅力を内側と外側の視点で発掘

するという目的は達成することができました。制作活動の後には活動の振り返りを双方で行い、

三浦学園の先生方にも成果品を披露しました。活動後、三浦学苑では継続して地域のポスター制

作に取り組んで、制作したポスターを市内の商業施設で展示するに至りました。本校のポスター

制作プロジェクトを教材化し、それが他校で実践できるフォーマットとなっている事が証明でき

る実践となりました。 
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▲両校で市内のフィールドワークを行う ▲生徒も撮影に挑戦 

  

▲コピーライトのコンセプトを決める ▲対話の中でアイディアを可視化して共有する 

  
▲データを確認しながら作業を進める ▲完成したデータを出力して拾う 

  

▲完成ポスターの取材を受ける ▲三浦学苑の先生方にも成果を披露する 
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●制作したポスター 
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８．その他の実践 

本校で行ってきたこれまでの地域の魅力発信活動が認められ、地域の企業からの依頼が入るケ

ースが増えてきました。本年度は JTB から協働の打診をいただき、御前崎市でのワーケーション

のプロモーションについて活動を行いました。これまではポスターや CM 動画の制作を依頼され

るだけでしたが、このプロジェクトではワーケーションのプロモーション企画そのものを提案す

ることができました。地理条件的に不利な御前崎でのワーケーションを親子の絆を取り戻す時間

と捉える企画書を作成し、御前崎市と JTB に提案しました。その結果、提案した企画コンセプト

を採用いただき、ポスターとプロモーション動画の制作を担当することができました。制作した

動画は来年度から正式に公開されます。この御前崎市と JTB との取り組みは、JTB の教育コン

テンツとして Web 上で全国に公開されています。  

 また、浴衣パフォーマンスの実施についても、地域の遊園地やイベントだけでなく、大型ショ

ッピングモールでの単独イベントの依頼など、確実に地域での認知は広まってきました。こうし

た地域企業からの依頼が増加したことは、クエストエデュケーションで養った企画力とアウトプ

ットの力が、実際に地域に還元されている証明であると考えています。  

 

 

  

▲プロモーション用のポスターと動画のコンセプトを伝えるために企画書を制作し、ワーケーション全体の取組のイメー

ジ共有を図った。提案には動画のストーリーボードを丁寧に作成し、どのようなターゲットに向けた広告活動なのかを

明確にした。 
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▲ポスター撮影の様子 ▲動画撮影は 2 日間に及んだ ▲役割を分担して撮影活動が進む 

●提案したポスター 
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＜高大連携＞ 

 本年度は、より専門的な見地から大学の先生方からも視察の依頼をいただきました。東京女子

大学や嵯峨美術大学から来校いただき、次年度以降の高大連携に向けて可能性や実施内容の共有

を行うことができました。さらに昨年度から協働に向けて準備をしていた静岡文化芸術大学との

協働プロジェクトを実現させ、地域での学びを高大でシームレスに繋げる検証の場を設けること

ができました。感染症の影響で予定していた内容の全ては実施できませんでしたが、双方の立場

からの活動を振り返る成果報告を行い、地元紙に取り上げていただきました。  

 本年度、大きな挑戦として静岡文化芸術大学との協働プロジェクトを実施しました。静岡文化

芸術大学の池上教授の指導のもと、大学生には単位を認定する地域連携演習として「天竜浜名湖

鉄道沿線の魅力発進活動」に大学生 11 名と本校生徒 10 名で取り組みました。沿線のフィールド

ワークを通じて魅力発進の動画とポスターの制作が進んでいましたが、感染症拡大によって活動

は中断してしまいました。1 月には大学生・高校生が双方の立場から活動を振り返り、観光の意

味や地域の魅力について再考察した成果報告を行いました。高校生にとっては、論理的な思考の

形成やプレゼンの構築は大きな刺激になり、大学進学に向けてのキャリア形成としても大きな効

果があったと感じました。 

 

  
▲大学生とともに現地のフィールドワーク  ▲コンセプトを基に撮影活動がスタート  

  

▲静岡文化芸術大学での成果報告の様子  ▲成果報告はオンラインでメンバーと共有  
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●成果報告資料 
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●成果ポスター 

 

 

 

上・中：大学生によるコピーライト制作 下：これまでの手法で制作したポスター 
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＜修学旅行のプロジェクト化＞ 

 地域創造コースとして「地域で学ぶ修学旅行」をどう構築するかという課題に取り組みました。

従来の修学旅行は、どこに行くか・何を見るかという「地域を学ぶ」視点が大きかったと感じて

いました。様々なプロジェクトを通じて「地域で学ぶ」ことを目指していた本校では、修学旅行

でも訪れた地域でどのような地域の魅力発信が行われているかのフィールド調査を大きな目的と

し、修学旅行期間中に生徒達が自由に気づいた点を調査レポートとしてまとめることにしました。

これまでの地域調査でのフィールドワークの経験を活かして作成されたレポートは、食や観光の

視点だけでなく土の色に気づいた生徒が農業と食の関わりについて考察したり、アーケードによ

る集客効果に注目したりするなど多様な視点から地域を考察することができました。プロジェク

ト型の修学旅行については、今後も継続的な課題として研究を進める必要があると感じました。  

 

●生徒の調査レポート 

  
 

阿蘇地域でポスター制作中、土壌が黒さに気づいたことをきっかけにして、農業や食文化の特色について調査・考察されている。 
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●現地プロジェクトとして制作したポスター 
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●活動の様子 

  

▲現地プロジェクトとしてフィールドワークを実施 ▲気になったところでポスター用の撮影を行う 

  

▲現地で出力し、ポスターを完成させる ▲県庁に訪問して完成報告を行った 
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９．今後の課題と展望 

本年度は 1 年生のプロジェクト型学習に加え、2 年生のクエストエデュケーションが始まり、

それぞれの活動で大きな成果を残すことができました。地域での学びとプロジェクト型学習の相

性は良いことが分かったものの、いくつかの課題や改善点も分かってきました。  

 本年度から始まった 2 年生のクエストエデュケーションは、地域での系統的な学びの成果を検

証する場として最重要と捉えていました。クエストエデュケーションは、1 年生の 5 つのプロジ

ェクトを通じて身につけた、課題に対する実行力と多面的な考察力を発揮する場でした。実際に

始まってみると、多くのチームで行き詰まりが見られました。これはこれまでのプロジェクトが

短時間でゴールイメージが描きやすかったのに対して、クエストエデュケーションではゴールイ

メージも生徒達自身で描かなくてはならないことの難しさからであったと分析しています。活動

の途中で実行していたプロジェクト自体が中止になってしまい方向転換を余儀なくされたり、協

働企業の都合で変更になってしまったりと、民間企業との協働では起こりうる事でした。多くの

失敗や困難の中でも、外部コンテストへの参加をゴールイメージとして捉えると、活動自体は進

展するようになりました。年度末の成果報告では生徒達がそれぞれの役割を担い、お互いの成果

報告の共有を熱心に行っていました。クエストエデュケーションの活動を通じて、1 年生のプロ

ジェクト型学習以上に達成感や己肯定感が高まっているのを感じました。  

 

 こうした取り組みを通じで多面的な地域の見方や多様な価値観が形成されるとともに、地域に

対しても肯定的な捉え方ができるようになったと強く感じました。その結果、進学希望において

も他の普通科生徒よりも県内の大学や地域政策系学部への進学希望の割合が高くなりました。活

動の中では、多様な価値観や個性を重視してきました。プロジェクトを実行する中で、自分には

何ができるのか、そしてどう地域と関わることができるのか、生徒達がそれぞれ自らを見つめる

機会となるキャリア形成の場となっていました。  

 

 またプロジェクト型学習をベースとした教育活動の中で、生徒たちがそれぞれ設定した目標や

年度末の成果報告に向けて、どのようにそれぞれのプロジェクトを進めていくかは大きな課題で

した。生徒たちはどうしても間違えない最短の正解を探してしまう傾向が強く、アイディアの実

行やアウトプットの前の話し合いが必要以上に長くなってしまいました。こうした問題を解決す

るために、クリエイティブな現場で用いられる OODA ループを導入することで、実行速度を上げ
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ることができました。 

 PDCA サイクルは、Plan（計画）・Do（実行）・Check（評価）・Act（改善）の順にサイクルを

回しますが、時として改善までたどり着けないケースも見られることに気がつきました。  

それに対して、OODA ループは、文字通りループであるため、必要に応じて途中で前の段階に戻

ってループから再開したり、状況に応じて任意の段階からループを何度でもリスタートしたりで

きることが大きな特徴です。Plan（計画）に基づいてゴールに向けてプロジェクトを実行する

PDCA サイクルに比べ、OODA ループは自由度が高く、変化に対応しやすいということが大きな

違いといえます.つまり、PDCA サイクルでは対応できなかった外的要因による変化を考慮した

り、1 ループする前に予想できない変化があれば、引き返して観察し直したり、異なるデータを

集めて検討し直したりすることも可能です。失敗してはいけないと思いがちな現代の生徒にとっ

て、こした試行錯誤やスクラップ＆ビルドの機会を設けることでアイディアの実現の可能性が高

まりことや、将来的なキャリアに役立つと感じました。  

 

  

また、本校のこれまでの実践の多くは、一人のマンパワーに頼った実践であったと言えました。

そのため、本年度はプロジェクトの実行者を育成して実行に移すことが大きな目標でした。1 年

生の 5 つのプロジェクトについては 5 名のスタッフがそれぞれ担当し、実践の検証を行うことが

できました。プロジェクトを校内に完全公開していたため、多くの教員が活動に興味をもち、生

徒達への助言や実践への質問などを共有する機会を設けることができました。それにより多面的

な地域の見方や多様な価値観を共有するという大きな目標を達成するだけでなく、様々な教科の

観点で実践を行う ESD の視点を盛り込むことができたと感じています。  

 管理機関による外部への発信と学外のコンソーシアムメンバーによる地域企業との連携構築は、

特に大きな成果に結びつきました。本校でのプロジェクトは、試作をして終わりではなくその事

によってどのような変化が起こったり問題を解決したりすることができたか、という点を重視し

てきました。そのため、協働する企業も単なる技術提供にとどまらず、プロジェクトの成果が実
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際に商品化されたり地域に還元されたりする機会創出に繋がりました。これは、年度末の大きな

成果報告だけでなく、管理機関によって様々な場で成果を報告する機会を設けていただけたこと

が大きな要因でした。SNS はもちろん、こまめな情報発信が地域での認知を高め、協働の機会創

出に繋がったと感じています。  

 また、評価についても、外部コンテストを活用することで成果報告と活動評価を同時に行う琴

ができるという大きなメリットに気づくことができました。アイディアだけに終わらない、商品

開発をゴールにしないことで、生徒自身の活動が地域にどのような効果や問題解決に繋がるか、

それを検証することをゴールとして取り組んで来ました。その結果、外部コンテストでも大きな

評価をいただき、観光甲子園 2021SDGｓ修学旅行部門では 2 位となる準グランプリ、高校生 CM

コンテストではポスター部門・動画部門の両部門で 1 位となるグランプリ、東京女子大学ビジネ

スプランニングコンテストではアイディア部門で最優秀となる東京女子大学賞を受賞した他、い

くつかのコンテストで入賞に繋がりました。さらに、3 月に行われたベネッセ STEAM フェスタ

では、全国 125 チームの中の代表として、全国に向けてプレゼンテーションを行いまいた。1 年

生から系統的に地域で学んできた知識やアイディア構築だけでなく、アイディアの実践結果や新

たな企画の構築、アイディアを発信するスキルも向上したことが確認できました。昨年度に続き、

2 年連続で本校の想定した定員を上回る生徒が集まり、地域におけるこうした学びのニーズの高

さを実感しました。 

 
▲1 年生の生徒の振り返りシートより   

プロジェクト型学習を通して大きく変化していく様子が確認できる  

 

▲2 年生の生徒の振り返りシートより   

クエストの実行を通して視野が広がり立場が変化していったようすが確認できる。  
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 しかし、実践を標準化していくためには次のような課題が残っていると考えています。  

①教員の負担軽減 

  1 年生のプロジェクト型学習では、実施する 5 つのプロジェクトを 5 名の教員で分担するこ

とで実践の共有と教員の負担を減らすことができました。しかし、2 年生のクエストエデュケ

ーションでは生徒がそれぞれ興味の近い者同士でグループを構成したため、6 つのチームが同

時並行に異なるプロジェクトを実施していました。教材としてフォーマット化を進めていた 1

年生のプロジェクト型学習に比べて、2 年生のクエストエデュケーションは自由度が高く、そ

の分教師の指導分野や範囲も広く深くなりました。外部コンテストへの応募や年度末の成果報

告に向けての資料やプレゼンテーションの制作は担当する教員の専門教科の枠を超えており、

こうした分野への教師のスキル向上や担当教科との負担調整が今後の課題となります。学校設

定科目で「地域創造」を設け、教科としてどう運用していくか、教材としての共有化はもちろ

んですが、評価・スキルの研修や標準化が改善点として残りました。  

 

②教材化に向けた検証 

  本校で実施している 1～2 年生の各プロジェクトは、自校でしか実施することができないプ

ロジェクトとならないように注意してきました。地域の魅力発進ポスタープロジェクトは、こ

れまで青森県や三重県・神奈川県の学校で実践検証を行い、地域を学ぶ教材としてのフォーマ

ット化の達成と有効性を確認できました。さらに、おにぎりプロジェクトや動画のプロジェク

トについても、他校での実践の検証段階に入ることができました。ポスタープロジェクトの実

践検証が 3 年かけて取り組んできたように、他のプロジェクトは十分に検証が行えているとは

言えません。他校との協働実践を増やし、教材化するための検証に取り組むことが課題となり

ます。また教材化したプロジェクトをどう全国に共有化していくか、その仕組み作りも今後の

課題であると考えています。 

 

③進路実現に向けた追跡調査 

  本年度で地域創造コース 1 期生は 2 年生を修了しました。1 年生のプロジェクト型学習を踏

まえて 2 年生のクエストエデュケーションに取り組み、地域での学びに系統的に取り組むこと

ができました。しかし研究指定期間で卒業生を送り出してはいないため、進路の追跡調査をし

ていくことが今後の課題となります。科目として実践するために先行実施していた部活動の「社

会科学部地域調査班」では、所属する 3 年生は 7 名のうち半数以上の 4 名が地域や政策に関わ

る学部へ進学することが決まりました。4 名の生徒は活動の実績をもとに総合選抜型や学校推

薦入試に挑戦し、学部学科は異なるものの全て合格に結びつきました。この指導のノウハウを

活かし、地域創造コースの 1 期生 45 名の進路実現をどう指導していくか、次年度以降の大き

な課題であると考えています。 

 

研究指定の期間を通じて、「地域企業と協働する→外部へ発信する→企業からの依頼が増加す

る」というサイクルが回ることでこれまで以上に地域との協働が進み、地域に開かれた学校、そ

して地域に必要とされる学校として認知されてきたと感じています。地域と学校、そして企業や

行政と連携した新しい学びの場を創出するという本校の目的は、新しい学力観とも一致します。

次年度以降、継続に向けた調整を続けていきたいと考えています。  



~ 97 ~ 
 

１０．新聞掲載・メディア放送一覧 

 

 ＜新聞掲載＞ 

 

 

 

▲静岡新聞（2021 年 5 月 15 日） 

 

 

 

▲中日新聞（2021 年 5 月 16 日） 



~ 98 ~ 
 

 

▲静岡新聞（2021 年 6 月 4 日） 

 

 

 

 

 

▲静岡新聞（2021 年 7 月 13 日） 
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▲静岡新聞（2021 年 7 月 18 日） 

 

 

▲静岡新聞（2021 年 9 月 17 日） 
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▲中日新聞（2021 年 10 月 20 日） 

 

 

▲静岡新聞（2021 年 10 月 24 日） 

 

 

▲静岡新聞（2021 年 12 月 11 日） 
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▲中日新聞（2021 年 12 月 14 日） 

 

 

 

 

 

▲静岡新聞（2022 年 1 月 27 日） 
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▲中日新聞（2022 年 2 月 2 日） 

 

 

▲中日新聞（2022 年 2 月 7 日） 

 

 

▲静岡新聞（2022 年 2 月 7 日） 
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▲中日新聞（2022 年 2 月 8 日） 

 

 

▲朝日新聞（2022 年 2 月 23 日） 

 

 

▲静岡新聞（2022 年 2 月 23 日） 
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 ＜テレビ放送＞ 

 

 

▲NHK たっぷり静岡（2021 年 6 月 16 日） 

 

 

 

▲SBS テレビ 元気！しずおか人（2021 年 8 月 7 日） 
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▲NHK－BS 鉄道ポスターの旅 
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 ＜他メディア＞ 

 

 

▲Vivre 特集号 Vol.770 
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▼JTB Web マガジンに掲載 
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